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おはようございます！
鈴与シンワート 企画推進室Webビジネス担当の松本です。

今回の目玉は「Web来訪者を顧客に育てる リードナーチャリング」を主題に
したHeartCoreセミナー【HeartCoreクラウドDay2012 SUMMER】のご案内です。

一生懸命、Webマーケティングしているのに営業部門からは「もっといいお客様
からお問い合わせが来るようにして欲しい」との要望を受けることはありませ
んか？また、Webのページビューは増えているのに、お問い合わせ数はサッパ
リということも、よくある話です。

さらに言えば、「新規来訪者の獲得数」や「問い合わせ数」が増加しても、受
注や契約に至らなければ、Webの評価は低いままです。

重要なことは、顧客の意思決定プロセスや購買プロセスに合わせ、継続的なコ
ミュニケーションを行いながら興味マインドを高めていき、成約率の高い見込み
客を営業に引き渡すような「リード・ナーチャリング」なのです。

しかし、言うは易し、行うは難しです。
さらに、「リード・ナーチャリング」の概念をしっかり理解しておかないと、
その実現はおろか、実行すら難しいのです。

そこで、弊社では、この夏、恒例のHeartCoreセミナーに「Web来訪者を顧客に
育てる リードナーチャリング」の著者で知られる上島千鶴氏を基調講演者と
してお招きし、【HeartCoreクラウドDay2012 SUMMER】を開催することにいた
しました。

ご参加いただければ、きっと、「リード・ナーチャリング」の基本的な概念と
勘所をご理解いただけると思います。

ご興味がある方は以下のURLをご覧の上、是非ご参加下さい。

詳細とお申し込みは以下をご覧下さい。
http://a07.hm-f.jp/cc.php?t=M79951&c=825&d=b696

それでは今号も宜しくお願いいたします！
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【セミナー】
・HeartCoreクラウドDay2012 SUMMER 開催！

・Webマーケティング無料個別相談会（毎週火曜日開催）※6月も開催！！

【コラム】

・第十二回：
『マーケティング：短期間で事実に基づいた『勘』を短期間で育成する方法』
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◆『HeartCoreクラウドDay2012 SUMMER』（7月11日開催）

この度、鈴与シンワートではWebサイトの構築のみならず、マーケテイングコ
ミュニケ―ション全般の活動を営業リード育成のための活動に変えるための概
念「リードナーチャリング」にフォーカスしたセミナーを開催します。基調講
演は「Web来訪者を顧客に育てる リードナーチャリング」の著者である上島千
鶴氏をお招きし、基本的な概念と勘所を解説いただきます。今後のWebマーケ
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ティング戦略にご活用いただける貴重な講演です。それでは、皆さまのご来場
を心からお待ちしております。

　詳細とお申し込みは⇒http://a07.hm-f.jp/cc.php?t=M79951&c=825&d=b696

◆Webマーケティング無料個別相談会（毎週火曜日開催）

専門家と無料で話せる1時間！きっと良いヒントを見つけられるはずです。

　⇒　http://a07.hm-f.jp/cc.php?t=M79952&c=825&d=b696

■【コラム】■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■Shinwart Times■■

第十二回：
『マーケティング：短期間で事実に基づいた『勘』を短期間で育成する方法』

¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨
皆さん、改めまして。鈴与シンワートでマーケティングアドバイザーをしてい
る吉政と申します。

今回から『はじめてのWebマーケティング』としてコラムを連載していきます。

ここでは、これからWebマーケティングを学び、経験される方向けに極力専門
用語を使わずにコラムを書いていきます。第一回は「短期間で事実に基づいた
『勘』を短期間で育成する方法」と題し、過去の経験に基づいた基本的な考え
方を説明します。

「マーケティング」をフリー百科事典ウィキペディアで調べてみると、『「顧
客が真に求める商品やサービスを作り、その情報を届け、顧客がその商品を効
果的に得られるようにする活動」の全てを表す概念である。』とのことです。
大変幅広い言葉でもありますが、常に意識しているのは「市場」になります。
別の言葉で言えば、「市場」を見ながらモノやサービスを設計し、「市場」に
アピールし、「市場」に提供し、「市場」からフィードバックを得るのがマー
ケティングの役割だと思っています。「市場」は1社1社もしくは１人１人の集
合体であり、その母数はある程度の数になります。その個の集合体である市場
に対して何らかのマーケティング活動を行った結果は、偶発的な要素は全て排
除され、行った活動に対する素直な結果がのみ返ってきます。

施策と施策が重なって、偶発的に相乗効果が得られる場合もありますが、個別
の施策の結果については偶然的な結果はありません。何回もサイコロを振ると
1-6までの個別の目が出る確率は1／6に近づいていくのと同じです。マーケティ
ングに置き換えれば、サイコロの形に応じて目が出ます。どういう目を狙うか
は全てマーケッターの腕次第です。そして、サイコロのカットの仕方がマーケ
ッターのセンスになります。サイコロの場合は形がわかるので、狙った目を出
やすくするのはそう難しくはありません。では実際のマーケティング戦略に置
き換えた場合はどうでしょうか？一人もしくは少数のマーケティングチームで
市場全体を事細かに理解するのは途方もない時間がかかります。時間がかかれ
ば市場は変化していくので、その調査結果も実態とは乖離していきます。そこ
で重要なのは脳内情報整理の力なのです。これは「多分、このあたりがポイン
トだろう」や「こんな風に表現すればインパクトがあるな」などのマーケッタ
ーの「勘」です。この「勘」は単純な「ヤマ勘」ではなく、経験があるマーケ
ッターの場合、経験に裏付けられた「勘」になります。しかしながら、最初は
だれもが経験がなく、これから始める方の「勘」は外れる確率も高いです。

では、ここで皆さんに質問です。マーケッターの「勘」を短期間で養うにはど
うすればよいでしょうか？

この続きは以下のURLでお読みください。
http://a07.hm-f.jp/cc.php?t=M79953&c=825&d=b696

（マーケティング・アドバイザー　吉政　忠志）

編┃集┃後┃記┃
━┛━┛━┛━┛━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
メルマガを発行して約1年が経過しました。この1年間、皆様のご協力があった
ので会員数も順調に増えております。これからも皆様へ有益なメルマガを作り
ますので宜しくお願いします！
さて、毎年の恒例行事として夏のセミナーを発表しました。今回のテーマは
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リードナーチャリングです。潜在顧客を商談や受注につながりそうな見込み客
へつなげる難しさ、皆様も感じているのではないでしょうか。専門の講演者を
招いてお話しますので、お時間がありましたらぜひ参加してください！

（松本　真幸）

―◇読者の皆様へ◇――――――――――――――――――――――――――
本メールマガジンは情報共有の推進を目的としております。宜しければ、社内
の他の方が閲覧できる社内掲示板や関係各所へのご転送をお願いいたします。
―◇本メールマガジンの登録解除方法◇―――――――――――――――――
https://a07.hm-f.jp/index.php?

action=C1&a=361&f=4&g=2&c=825&code=e818e97473759da36bf54b572e84105d
―――――――――――――――――――――――――――――――――――
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発行人：鈴与シンワート株式会社　情報サービス事業本部　企画推進室　
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編集人：鈴与シンワート株式会社　情報サービス事業本部　企画推進室　
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